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Ⅰ．はじめに

　我が国の人口減少は、少子高齢化を伴う人口の微減から、高齢者人口の減

少を伴う急激な人口減少に移りつつある１)。政策投資における選択と集中が

言われる中で、消滅可能性市町村からの撤退も不安視されている２)。

　総務省の調査によれば、人口減少により福島県等を除く全市区町村のうち

３割に買物や移動等の生活に支障が生じている３)。バス、スーパー、ガソリ

ンスタンド等の生活サービスの維持、移住対策や子育て支援、企業誘致、起

業支援等を通じた人口減少を防ぐ施策が求められている。

　移住対策は全国の半数の市町村で行われており、ウェブサイトでの情報提

供、説明会や相談窓口、空き家バンクが比較的多く、一部で移住体験プログ

ラムや就職情報提供、住宅改修費等の助成等も行われている。移住者数は変

化なしが半数を占めるものの、増加傾向が４割近い４)。移住対策は人口減少

局面において有効な方法の一つである。

　東京在住者の４割が移住を考えており、Ｕターンや二地域居住を行ってみ

たい人が３割いる。理由はＵターン以外に、スローライフへの希望が多い。

ただし、移住にあたり雇用、日常生活や交通の利便性に不安を感じられてお

り、合わせて物価や住居費等の費用、医療・福祉の充実度等が移住を考える

上でのポイントにあがっている５)。都市市民の３割が農山漁村への移住を希

望しているが、仕事、日常生活や交通の利便性、医療機関等を問題点として
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あげている６)。

　ふるさと回帰支援センター相談者は３０～６０代まで幅広く、会社員が６割を

占めている。移住先の条件として自然環境に次いで、就労の場があがってお

り、半数近くが企業等への就職を希望し、農業３割、自営業等の起業が１割

である７)。

　農山村のＵターンを含む転入者調査では、転入の理由として老親が気にか

かる、先祖の家や土地を守る等の他に、仕事を始める、結婚等があがってい

る８)。移住を考える際に、仕事は重要な要素となっている。

　医療や福祉に関しては、子育て支援が全国の７割の市町村で実施されてお

り、子ども医療費の無料化、子育て世帯の家賃補助等が行われている９)。高

齢者向けのケア付住宅を準備し、相乗りタクシー、買い物代行等の生活支援

サービスを実施し、高齢者の移住を進める取り組みも行われている１０)。

　この中で、人口減少が顕著な北海道において、観光と移住促進の観点から

可能性を探る調査を行った。北海道は移住希望先として２０１０年に都道府県の

１１位であったが、その後、ランクを下げている７)。北海道では今年３月に北

海道新幹線が開業し、東京－新函館北斗（北斗市）が最短４時間１０分で結ば

れる。観光及び二地域居住や移住に肯定的な材料になると考えられる。

Ⅱ．調査方法

　調査対象地域は、函館市、七飯町、奥尻町である。函館市は年間５００万人が

訪れる観光都市であり、その６割が北海道外からである。七飯町は大沼地区

を中心に年間２００万人近くが訪れるリゾート地であり、その６割が北海道外か

らである。奥尻町は年間３万人が訪れる離島であり、その２割が北海道外か

らである【表２．１】。

　函館市は日本創生会議が出した消滅可能性都市１１)で中核都市の１位となっ

た。人口は２０１０年の２７９，１２７人から２０４０年に１７４，７６９人になると推計されてい

る。１０００人を超える転出超過があり、毎年３０００人前後の人口減少が続いてい
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る。七飯町の人口は２０１０年に２８，４６３人、２０４０年に２１，５５８人になると推計され

ている。現在転入超過が続いているが、自然減が上回り、人口は微減してい

る。七飯町は地区によって異なり、３つの地区のうち大沼地区はこれまで観

光客の減少によって宿泊施設、土産店、レストラン、クリーニング店等が廃

業し、人口減少を招いてきた１２) 【表２．２、表２．３】。本町地区は変化なく、函館

に通勤する人のベッドタウンである大中山地区で微増している。奥尻町の人

口は２０１０年に３，０３３人、２０４０年に１，３２４人になると推計されており、日本創生

会議の消滅可能性都市で全国４位となっている１１)。２０１４年度は３人の転入超

過であったものの、自然減が上回り人口は減少している。

　函館市で特に積極的な移住施策は取られておらず、移住相談窓口と移住者

の集いが行われ、一定地区の転入後１年以内の中学校卒業までの子どもがい

る世帯に対して１万５千円を上限とする家賃補助を行っている（所得制限あ

り）。七飯町は高校卒業までの子どもの医療費を無料にしており、別荘が建ち

並ぶ大沼地区で転入者向けのサイトをもうけて暮らしや分譲地等の情報提供

を行っている。奥尻町はワイナリー会社で葡萄農家の立ち上げ支援を行って

おり、他の農業・観光業等を含めて雇用がある。

　函館市、七飯町、奥尻町において、外部からの転入意向、居住者の転出及

び定住意向等の２方向の調査を行った。七飯町については大沼地区の移住者

にインタビューを行った。

　調査実施時期は２０１５年６～７月である。なお、２０１６年３月に北海道新幹線

が開業し、函館市に隣市の新幹線駅からアクセス列車が走り、七飯町大沼地

区近郊に新幹線新駅ができた。調査は新幹線開業の９か月前にあたる。同時

期には函館市及び七飯町において関連イベント、東北・北関東で観光客誘致

のプロモーションが行われていた。

　外部からの転入意向について、函館市の駅前や観光地においてアンケート

調査を行った。加えて、七飯町の大沼地区に立ち寄る定期観光バス乗客に七

飯町についてアンケート調査を行った。奥尻町については、奥尻町内のホテ
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ル宿泊客及び町外からのイベント参加者にアンケート調査を行った。

　調査項目は、回答者基本属性（性別、年代、居住地）、これまでに当該地域

に来た回数、当該地域の認知度及びイメージ、移住の可能性、移住地に求め

るもの等である。

　居住者の転出及び定住意向について、函館市において街頭アンケートを行

った。調査項目は、回答者基本属性（性別、年代）、定住の状況、定住及び転

居希望、転居希望者の理由等である。

　合わせて、七飯町大沼地区の移住者に対してインタビューを行った。イン

タビュー項目は、回答者基本属性（性別、年代、職業）、移住年月、移住まで

の転居歴、移住の動機、移住時の経緯、現在の状況等である。

 

表２．１　観光の状況　　　　　　　　　　　　　　（２０１３年度　単位：千人）

表２．２　大沼地区の人口推移

表２．３　大沼地区の観光客数　　　　　（単位：千人）

内宿泊客内日帰客内道内客内道外客観光入込総数

２，９９１．２１，５１０．０１，５３７．２２，９６４．０４，８１９．１函館市

６５．７１，７１２．０６１０．２１，１６７．５１，９８０．６七飯町

３１．７０．７２５．１７．３３２．５奥尻町

七飯町大沼地区

２９，０８７２，７５２２００３年

２９，１０７２，６１３２００８年

２８，７１２２，３６４２０１３年

宿泊客延数観光客入込数

１５４．５（七飯町１５４．５）２４１７．３（七飯町２４１７．３）２０００年

１１２．８（七飯町１１２．９）２０６８．７（七飯町２１４４．２）２００５年



１０７人口減少に対応した観光と移住促進に関する研究

Ⅲ．観光都市・函館市

１．外部からの函館への転入意向

（１）回答者基本属性

　道内１８８人、道外２２９人、計４１７人。道内は札幌市５７人、北斗市２４人、七飯町

１９人、江差町９人等である。道外は青森県５１人、東京都２５人、神奈川県１７人、

秋田県１６人、岩手県１５人、埼玉県９人等である。

　男性２１５人（５１．６％）、女性２０２人（４８．４％）。道内・道外ともに、おおむね半

数ずつくらいである【図表３．１】。

　年代は、１９歳以下７１人（１７．０％）、２０代７６人（１８．２％）、３０代７０人（１６．８％）、

４０代６７人 （１６.１％）、５０代６４人 （１５.３％）、６０代５２人 （１２.５％）、７０歳以上１７人 （４.１％）。

道内・道外ともに全般的に幅広い年代にわたっている【図表３．２】。

　家族構成は、単身１２７人（３１．４％）、夫婦のみ１２６人（３１．１％）、未成年の子ど

もと同居６８人（１６．８％）、他８４人（２０．７％）。単身、夫婦のみがそれぞれ３割で

ある。道外・道外で差は見られない【図表３．３】。

　函館に来た回数は、はじめて１２３人（２９．４％）、２～３回１１７人（２７．９％）、４

～９回目６９人（１６．５％）、１０回以上１１０人（２６．３％）。道内は北斗市、七飯町等の

函館近郊があるため、半数が１０回以上になっている【図表３．４】。
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図表３．２　回答者基本属性（年代）

図表３．１　回答者基本属性（性別）

合計
居住地

道外道内

２１５１２８８７男性
性別

２０２１０１１０１女性

４１７２２９１８８合計

合計
居住地

道外道内

７１４０３１１９歳以下

年代

７６４０３６２０代

７０３９３１３０代

６７３８２９４０代

６４３４３０５０代

５２２８２４６０代

１７１０７７０代

４１７２２９１８８合計



１０９人口減少に対応した観光と移住促進に関する研究

 

図表３．４　回答者基本属性（函館に来た回数）

図表３．３　回答者基本属性（家族構成）

合計
居住地

道外道内

１２７６９５８単身

家族構成
１２６７０５６夫婦のみ

６８３７３１未成年の子どもと同居

８４５０３４他

４０５２２６１７９合計

合計
居住地

道外道内

１１６９５２１はじめて
これまで

に函館に

来た回数

１０９７１３８２～３回目

６８３６３２４～９回目

１０６２０８６１０回以上

３９９２２２１７７合計
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（２）函館市に対するイメージ

　函館市に対するイメージを「きれい・おしゃれ」、「楽しそう」、「まわりの

人がやさしそう」、「癒される」の４つについて、「そう思う」「ややそう思う」

「あまりそう思わない」「そう思わない」の４段階で尋ねた。

　きれい・おしゃれは、「そう思う」１７５人（４３．３％）、「ややそう思う」１７７人

（４３．８％）、「あまりそう思わない」３９人（９．７％）、「そう思わない」１３人（３．２％）。

「そう思う」と「ややそう思う」を合わせると９割近い。道内・道外であま

り差は見られない【図表３．５】。

　楽しそうは、「そう思う」１３５人（３２．７％）、「ややそう思う」１９２人（４６．５％）、

「あまりそう思わない」７２人（１７．４％）、「そう思わない」１４人（３．４％）。「そう

思う」と「ややそう思う」を合わせると８割近い。道内・道外で差は見られ

ない【図表３．６】。

　まわりの人がやさしそうは、「そう思う」１７０人（４０．５％）、「ややそう思う」

１７９人（４２．６％）、「あまりそう思わない」５４人（１２．９％）、「そう思わない」１７人

（４．０％）。「そう思う」と「ややそう思う」を合わせると８割を超える。道内・

道外で差は見られない【図表３．７】。

　癒されるは、「そう思う」１６８人（４０．６％）、「ややそう思う」１６６人（４０．１％）、

「あまりそう思わない」６４人（１５．５％）、「そう思わない」１６人（３．９％）。「そう

思う」と「ややそう思う」を合わせると８割を超える。道内・道外で差は見

られない【図表３．８】。

　函館市に対するイメージは、道内・道外ともに良好である。
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図表３．６　函館に対するイメージ「楽しそう」

図表３．５　函館に対するイメージ「きれい・おしゃれ」

合計
居住地

道外道内

１７５１０９７６そう思う

きれい・

おしゃれ

１７７９９７８ややそう思う

３９１５２４あまりそう思わない

１３４９そう思わない

４１４２２７１８７合計

合計
居住地

道外道内

１３５７４６１そう思う

楽しそう
１９２１０８８４ややそう思う

７２４１３１あまりそう思わない

１４３１１そう思わない

４１３２２６１８７合計
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 図表３．７　函館に対するイメージ「まわりの人がやさしそう」

図表３．８　函館に対するイメージ「癒される」

合計
居住地

道外道内

１７０９２７８そう思う
まわりの

人がやさ

しそう

１７９１０４７５ややそう思う

５４２７２７あまりそう思わない

１７３８そう思わない

４１４２２６１８８合計

合計
居住地

道外道内

１６８９０７８そう思う

癒される
１６６１０２６４ややそう思う

６４３１３３あまりそう思わない

１６５１１そう思わない

４１４２２８１８６合計
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（３）函館市民以外の函館への移住意向等

　函館市にまた来たいと思うか尋ねたところ、「そう思う」２５９人（６３．５％）、

「ややそう思う」１１１人（２７．２％）、「あまりそう思わない」２８人（６．９％）、「そ

う思わない」１０人（２．５％）。「そう思う」と「ややそう思う」を合わせると９

割である。遠方の道外からも再訪希望を持たれている【図表３．９】。前述の函

館市に対するイメージ「きれい・おしゃれ」、「楽しそう」、「まわりの人がや

さしそう」、「癒される」はいずれも関係があり、「そう思う」人で、函館市に

また来たいと思う人が多くなっていた。

　函館に１週間以上滞在したいと思いますかと尋ねたところ、「そう思う」１１７

人（２８．９％）、「ややそう思う」１２９人（３１．９％）、「あまりそう思わない」１１９人

（２９．４％）、「そう思わない」４０人（９．９％）。「そう思う」と「ややそう思う」を

合わせると６割になる。道内・道外で差は見られない【図表３．１０】。前述の函

館市に対するイメージ「きれい・おしゃれ」、「楽しそう」、「まわりの人がや

さしそう」、「癒される」はいずれも関係があり、「そう思う」人で、函館に１

週間以上滞在したいと思う人が多くなっていた。

　函館に住みたいと思いますかと尋ねたところ、「そう思う」８９人（２２．２％）、

「ややそう思う」１２３人（３０．７％）、「あまりそう思わない」１２２人（３０．４％）、

「そう思わない」６７人（１６．７％）。「そう思う」と「ややそう思う」を合わせる

と半数を超える。道内・道外であまり差は見られない【図表３．１１】。

　函館への移住希望、函館への再訪希望、函館への１週間以上の滞在希望は

関係があり、函館への再訪希望や１週間以上の滞在希望で「そう思う」と回

答した人で、函館への移住希望が多くなっている【図表３．１２、図表３．１３】。性

別による差は見られず、年代では１９歳以下、６０代・７０歳以上で「あまりそう

思わない」と「そう思わない」がやや多くなる【図表３．１４】。家族構成による

差は見られない。

　「そう思う」、「ややそう思う」人の理由では、ゆっくりできる・居心地の良

さ、自然が豊か、食べ物がおいしい、活気がある・買い物に便利、街並みが
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きれい等の点が評価されている。気候が良いという意見もあり、函館市民の

人柄への評価、知人が居る等の声もある【資料３．１】。

　「あまりそう思わない」、「そう思わない」人の理由では、交通の便が悪い、

活気がない・買い物に不便、気候が悪い等の意見がある。都会でない、騒が

しすぎる・田舎が良いは両面から声がある【資料３．２】。

　前述の函館市に対するイメージ「きれい・おしゃれ」、「楽しそう」、「まわ

りの人がやさしそう」、「癒される」はいずれも関係があり、「そう思う」人で、

函館に住みたいと思う人が多くなっていた。

　函館市以外に転居先の候補として考えている先がある人は３６０人のうち５２

人（１４．４％）。函館に住みたいと思うかで「そう思う」、「ややそう思う」人は、

北海道札幌市、旭川市、岩見沢市、知内市、八雲町、江差町をあげ、道外で

東京都、埼玉県大宮市、宮城県仙台市、京都府、神戸市、長崎県、大分県別

府市、沖縄県をあげている。函館に住みたいと思うかで「あまりそう思わな

い」、「そう思わない」人は、函館近郊の七飯町と合わせて札幌市、江差町、

道外で東京都、千葉県、福岡県、宮城県仙台市、軽井沢、京都府、宮古島を

あげている。札幌市、江差町、東京都、京都府は函館に住みたいと思うかど

うかに関わらず、名前があがっている。

　函館に住みたいと思うかで「そう思う」、「ややそう思う」と答えた人に、

住むとすればどこが良いか尋ねたところ２０４人の複数回答で、西部地区（函館

山・ベイエリア・元町の教会と坂道群等の周辺）５２人（２５．４％）、函館駅前

（大門・朝市等の周辺）２７人（１３．２％）、五稜郭方面（五稜郭公園等の周辺）４０人

（１９．５％）、湯の川方面（湯の川温泉等の周辺）３６人（１７．６％）、その他２人

（０．２％）、わからない５８人（２８．２％）わからないを除くと、西部地区が最も多

く、五稜郭方面、湯の川方面が続く。性別・年代・これまでに函館に来た回

数による差は見られない。西部地区は道外の人、夫婦のみや未成年の子ども

と同居している人にやや人気がある【図表３．１５】。前述の函館に対するイメー

ジ「癒される」で「そう思う」と答えた人で、西部地区をあげる人が多くな



１１５人口減少に対応した観光と移住促進に関する研究

っていた。

　同様に函館に住みたいと思うかで「そう思う」、「ややそう思う」と答えた

人に、住むとすれば不安な点は何か尋ねたところ２１１人の複数回答で、冬の気

候７２人（３４．１％）、津波等の自然災害４０人（１９．２％）、仕事４６人（２２．１％）、交通

の利便性２３人（１１．０％）、教育５ 人（２．４％）、医療２５人（１２．０％）、治安１２人

（５.８％）、そ の 他 ２ 人（０.. ２ ％）、わ か ら な い２８人（１３.５％）、特 に な い３５人（１６.５ ％）。

冬の気候が１／３であり、仕事、津波等の自然災害が続く。性別・年代・こ

れまでに函館に来た回数による差は見られない。冬の気候への不安は道外で

高くなっている【図表３．１６】。 

図表３．９　函館への再訪希望

合計
居住地

道外道内

２５４１３９１１５そう思う
また来た

いと思う

か

１０７６２４５ややそう思う

２７１７１０あまりそう思わない

１０４６そう思わない

３９８２２２１７６合計
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 図表３．１０　函館への１週間以上の滞在希望

図表３．１１　函館への移住希望

合計
居住地

道外道内

１１４５８５６そう思う
１週間以上

滞在したい

と思うか

１２５７６４９ややそう思う

１１７７１４６あまりそう思わない

４０１６２４そう思わない

３９６２２１１７５合計

合計
居住地

道外道内

８５４３４２そう思う

住みたい

と思うか

１２１６５５６ややそう思う

１２０７３４７あまりそう思わない

６６３９２７そう思わない

３９２２２０１７２合計
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 図表３．１２　函館への再訪希望と移住希望

合計

住みたいと思うか

そう思

わない

あまりそう

思わない

ややそ

う思う

そう思

う

２５３２８６４８６７５そう思う

住みたい

と思うか

１０３２１４３３２７ややそう思う

２６９１３２２あまりそう思わない

１０８０１１そう思わない

３９２６６１２０１２１８５合計
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 図表３．１３　函館への１週間以上の滞在希望と移住希望

合計

住みたいと思うか

そう思

わない

あまりそう

思わない

ややそ

う思う

そう思

う

１１４８１４３２６０そう思う
１週間以

上滞在し

たいと思

うか

１２３５４０６６１２ややそう思う

１１４２６５７２１１０あまりそう思わない

４０２６９２３そう思わない

３９１６５１２０１２１８５合計
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 図表３．１４　年代別、函館への移住希望

合計

住みたいと思うか

そう思わ

ない

あまりそう

思わない

ややそう

思う
そう思う

６６１２２３２１１０１９歳以下

年代

７４３２２３３１６２０代

６６１０１８２０１８３０代

６１５２０２１１５４０代

６０１２１７１５１６５０代

４９１６１７１０６６０代

１６８３１４７０歳以上

３９２６６１２０１２１８５合計
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図表３．１５　函館への移住希望地区

合計

居住地

道外

n=１０３

道内

n=９３

５１３３１８西部地区

函館に住むとす

ればどこが良い

ですか

２７１３１４函館駅前

４０１９２１五稜郭方面

３５２０１５湯の川方面

１１０その他

５２２８２４わからない
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図表３．１６　函館への移住に向けて不安な点

合計

居住地

道外

n=１０３

道内

n=９３

６８５６１２冬の気候

函館に住むとす

れば、不安な点

は何ですか

３９２２１７津波等の自然災害

４５２２２３仕事

２１１２９交通の利便性

４２２教育

２３１２１１医療

１２６６治安

２２０その他

２５１２１３わからない

３１１３１８特にない
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資料３．１　函館への移住希望者の理由

自由記入より一部抜粋

【交通の便が良い】

・ＪＲやバスがいっぱいあるから交通に便利だと思う

【教育環境が良い】

・子供の教育環境

【ゆっくりできる、居心地が良い】

・おちつく

・落ち着く

・おちつくから

・ゆっくりできる街

・ゆっくりできそうだから

・老後にゆったりすごせそう、別荘地にしたい感じ

・時間の流れがゆっくりとしている

・本当に心が癒される

・穏やかな街だと思うから

・雰囲気が良い

・心地よかった

・居心地

・気分がいい

【自然豊か】

・海や自然が豊富にある

・自然が豊か
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・海、山等あり、住みやすそう

・海が近いから

・海が好き

・海と港の持つイメージが斬新です

・空気がおいしい、景色がきれい

・空気がきれいで落ち着く

・都会すぎないところが良いから

・静か

【食べ物がおいしい】

・海産物がおいしい

・海産物がおいしかった

・食べ物がおいしそう

・食べ物がおいしい

・海や山の幸が食べられるから

・お店がたくさんある

【活気がある、買い物に便利】

・デパートとかおいしいご飯屋さんがたくさんあるから

・にぎやかでいい街だと思う

・買い物が便利

・観光地で活気がある

・おもしろそう、活気があるから

・結構、都会だから

・現在地より発展しているように思える

・楽しそう

・楽しそうだから
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・観光地が多くて楽しそう

【街並みがきれい】

・街のつくりが都会的

・建物がきれい

・街並みがきれい

・街並みがよくて住みやすそう

・キレイ

・きれいな街だから

・とてもきれいな街だから

・きれいだから

【家賃が安い】

・借家が安い

【気候が良い】

・気候が良い

・気候が穏やかな感じがするから

・雪が少ないから

・暖かい

【函館の人の人柄】

・函館の人が明るく楽しかったから

・優しい

【近くに住んでいる、知人が居る】

・愛着がある
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・家族が居るから

・家族が住んでいるから

・母の故郷だから

・友人が多いから

・近いから

・住んだほうが遊びに来るより安いから

資料３．２　函館に移住を希望しない人の理由

自由記入より一部抜粋

【仕事がない】

・仕事が北海道ではないため

・働く場所が少ないような気がする

【交通の便が悪い】

・インフラが不十分、交通に不便

・交通が不便

・自分が住んでいるところより便利が悪そうだから

・交通の便が現住所に比べると悪すぎる

・移動に時間とお金がかかりそう

・交通の便が悪そう

【教育環境が悪い】

・教育環境がよろしくない
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【活気がない、買い物に不便】

・街に生活感があまりない

・お店がすくない

・買い物が不便

・買い物が微妙

・周りに何もない

・坂が多く、店に行きにくい

・さびれてきたと思う

・遊ぶところがない

・遊ぶ場所がない

・暗い

・活気がなかった

・楽しくなかった

【都会ではない】

・もう少し都会が良い

・都心部に遠いから

・意外と都会でなく人が少ない

【騒がしすぎる、田舎が良い】

・職場であって、住居としては騒がしい

・静かなところに住みたいから

・老人には人が多すぎる

・車の通り多い

・車が多いから

・田舎がいいから
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【街並みがきれいでない】

・ぐちゃぐちゃしている

・様々な建物がごちゃごちゃしている

・ゴミゴミしている

【家賃が高い】

・住宅費が高そう

【気候が悪い】

・寒い

・冬寒そう

・冬が寒い

・基本的に寒いの苦手

・寒い、冬やばそう

・気温とかが地元と違うから

・風が強そうだから

【観光で訪れたい】

・一日でいい

・たまに来たい

・たまに来るのがいい

・観光地で、住む環境としてはいまいち

・観光地だから住むほどではない

・観光で来たい

・旅行だから良いと思います

・旅行で来るのがいいから

・遊びに来る程度でいい
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・観光客が多い

【他に住みたいところがある】

・他に住みたいところがある

・他に住みたいから

【現在住んでいる場所に住み続けたい】

・愛着がわかないから

・自分の巣でいる地域に愛着がある

・地元がいい

・地元が気に入っているから

・地元が好きなので

・地元に愛着を感じている

・急に他の街を好きになり、住みたいという感情が浮かばない

・現在地に住みなれてしまったため

・住み慣れたところがいいから

・住みなれたところが安心

・現在の居住区に満足しているから

・今時点の暮らしがあるから

・持ち家がある

・持ち家があるから

・家がある
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（４）これまでの転居時の情報収集先

　これまでの転居歴は「生まれてからずっと同じ市区町村に居住（市内転居

を含む）」１９４人（４８．９％）、「現在の市町村の出身で一度離れてまた戻ってきた

（Ｕターン）」６１人（１５．４％）、「他から現在の市町村に転居してきた」１４２人

（３５．８％）。道内・道外ともに転居歴があるのは半数くらいである【図表３．１７】。

　転居歴がある人に転居前にどのように情報を収集したか尋ねたところ１９８

人の複数回答で、「不動産店・住宅販売店」３３人（１６．７％）、「現在自治体のＨＰ」

３人（１．５％）、「移住情報サイト」５人（２．５％）、「その他のインターネット」

１０人（５．１％）、「移住フェア等のイベント」２人（１．０％）、「移住専門誌」３人

（１．５％）、「自治体の移住相談窓口」０人（０．０％）、「会社・就職先」５３人（２６．８％）、

「家族・親族」２７人（１３．６％）、「知人・友人」１４人（７．１％）、「ふるさとで知っ

ていた」１１人（５．６％）、「近くに住んでいたので知っていた」１１人（５．６％）、

「観光等で行ったことがあった」４人（２．０％）、「その他」２人（１．０％）、「特に

収集していない」３４人（１７．２％）。「その他」は学校等であった。「会社・就職

先」が最も多く、「不動産店・住宅販売店」、「家族・親族」が続く。道内・道

外で差は見られない【図表３．１８】。

　「会社・就職先」は男性、単身でやや多い。「家族・親族」は１９歳以下でや

や多い。「ふるさとで知っていた」は幅広い年代にわたっている。

　転居歴がある人に現在地の市町村から受けた支援があるか尋ねたところ

１９９人の複数回答で、「移住体験プログラム」３人（１．５％）、「就職や起業に対

する支援」２人（１．０％）、「空き家の紹介」３人（１．５％）、「土地取得や新築・

家賃補助等の助成」１人（０．５％）、「その他」１人（０．５％）。一部で「空き家の

紹介」があり、道内で「移住体験プログラム」が行われている【図表３．１９】。
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図表３．１７　これまでの転居歴

図表３．１８　転居時の情報収集先

合計
居住地

道外道内

１９４１１２８２転居歴なし
居住・転

居の状況
６１２７３４Ｕターン

１４２８１６１他から現在の市町村に転居

２９７２２０１７７合計

合計

居住地

道外

n=１０３

道内

n=９５

３３１７１６不動産店・住宅販売店

転居前にどのよ

うに情報を収集

しましたか

３０３現在自治体のHP

５５０移住情報サイト

１０８２その他のインターネット

２２０移住フェア等のイベント

３１２移住専門誌

０００自治体の移住相談窓口

５３２９２４会社・就職先

２７１０１７家族・親族

１４６８知人・友人

１１５６ふるさとで知っていた

１１６５近くに住んでいたので知っていた

４２２観光等で行ったことがあった

２１１その他

３４１９１５特に収集していない
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 図表３．１９　転居前後の市町村からの支援

合計

居住地

道外

n=１０６

道内

n=９３

３０３移住体験プログラム

転居前後に現在

の市町村から受

けた支援

２１１就職や起業に対する支援

３１２空き家の紹介

１０１土地取得や新築・家賃補助等の助成

１１０その他
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（５）転居意向

　現在の市町村に住み続けたいと思うか尋ねたところ、「住み続けたい」１７４

人（４４．５％）、「どちらかと言えば住み続けたい」１４３人（３６．６％）、「どちらか

と言えば住み続けたくない」１９人（４．９％）、「将来、他の市町村に引っ越した

い」５５人（１４．１％）。「住み続けたい」と「どちらかと言えば住み続けたい」

を合わせると８割である。道内・道外で差は見られない【図表３．２０】。

　性別による差は見られない。「将来、他の市町村に引っ越したい」は１９歳以

下、２０代でやや多くなっている。

　引っ越すとすれば何年後くらいか尋ねたところ、「１年以内」１４人（４．０％）、

「５年以内」５７人（１６．３％）、「１０年以内」２６人（７．４％）、「１０年以上」１４人（４．０％）、

「わからない」２３８人（６８．２％）。わからないが７割であるが、「１年以内」と

「５年以内」を合わせると２割になる。道内・道外で差は見られない【図表３．２１】。

１９歳以下、２０代で「５年以内」の人が多くなっている。

　当然のことながら現在地の転居意向と関係があり、「将来、他の市町村に引

っ越したい」人で５年以内の人が多かった。逆に「住み続けたい」人の中に

も転居予定者がおり、意向と実際に食い違いがあることがわかる【図表３．２２】。

　現在の市町村に「どちらかと言えば住み続けたくない」、「将来、他の市町

村に引っ越したい」と回答しており、かつ函館に住みたいと思っている（住

みたいと思うかで「そう思う」、「ややそう思う」）人は、道内１６４人のうち２４

人（１４．６％）、道外２０４人のうち１８人（８．８％）。道内の１５％、道外１割弱は、函

館に移住する可能性がある。

　道内では札幌市５４人のうち８人（１４．８％）、北斗市・七飯町・木古内町３８人

のうち４人（１０．５％）。道外では東北地方８４人のうち７人（８．３％）、首都圏

（東京都・神奈川県・千葉県・埼玉県）５５人のうち２人（３．６％）である【図

３．２３】。

　男性１８８人のうち１９人（１０．１％）、女性１８０人のうち２３人（１２．８％）。性別に

よって差は見られない【図３．２４】。１９歳以下６０人のうち４人（６．７％）、２０代７３



１３４ 函　館　大　学　論　究　第４７輯

人のうち１６人（２１．９％）、３０代６１人のうち７人（１１．５％）、４０代５７人のうち６

人（１０．５％）、５０代５６人のうち７人（１２．５％）、６０代４６人のうち１人（２．２％）、

７０代１５人のうち１人（６．７％）【図３．２５】。２０代が若干多く、就職先として函

館への移住の可能性がある。家族構成では、単身１１５人のうち２０人（１７．４％）、夫

婦のみ１１２人のうち８人（７．１％）、未成年の子どもと同居５７人のうち６人

（１０．５％）、その他７２人のうち７人（９．７％）。２０代が若干多いため、単身が若

干多いが、家族構成による差は見られない。道内・道外で性別、年代、家族

構成による差は見られない。

　現在の市町村に「どちらかと言えば住み続けたくない」、「将来、他の市町

村に引っ越したい」人で、かつ函館に住みたいと思っている４０人に、函館で

住むとすればどこが良いか尋ねると西部地区（函館山・ベイエリア・元町の

教会と坂道群等の周辺）１０人（２５．０％）、函館駅前（大門・朝市等の周辺）６

人（１２．５％）、五稜郭方面（五稜郭公園等の周辺）５人（１２．５％）、湯の川方

面（湯の川温泉等の周辺）４人（１０．０％）、その他０人（０．０％）、わからない

１４人（３５．０％）。わからないが多いが、西部地区が人気である。

　現在の市町村に「どちらかと言えば住み続けたくない」、「将来、他の市町

村に引っ越したい」人で、かつ函館に住みたいと思っている人に４０人に、函

館に住むとすれば不安な点を尋ねると、冬の気候１２人（３０．０％）、津波等の自

然災害４人（１０．０％）、仕事１０人（２５．０％）、交通の利便性５人（１２．５％）、教

育２人（５．０％）、医療６人（１５．０％）、治安３人（７．５％）、その他１人（２．５％）、

わからない４人（１０．０％）、特にない４人（１０．０％）。冬の気候が多く、仕事、

交通の利便性が続く。

　現在の市町村に「どちらかと言えば住み続けたくない」、「将来、他の市町

村に引っ越したい」人で、かつ函館に住みたいと思っている１７人に、函館以

外の移住候補地を尋ねると、道内では北斗市、江差町、今金町、知内町、札

幌市等、道外では青森県、秋田県、宮城県、千葉県、大阪府等であった。

　１０年以内に転居予定がある人で、かつ函館に住みたいと思っている（住み
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たいと思うかで「そう思う」、「ややそう思う」）のは道内１４５人のうち３０人

（２０．７％）、道外１８７人のうち２７人（１４．４％）。道内の２割、道外の１割は、函

館に移住する可能性がある。

　詳しく見ると、道内は、札幌市５０人のうち１１人（２２．０％）、七飯町・北斗

市・木古内町３６人のうち２人（５．６％）。札幌市が多く、函館近郊は少ない。

道外は、東北地方７９人のうち１２人（１５．２％）、首都圏（東京都、神奈川県、千

葉県、埼玉県）５１人のうち５人（９．８％）、東北地方が１５％、首都圏は１割で

ある【図３．２６】。

　男性１８８人のうち２７人（１４．４％）、女性１８０人のうち３０人（１６．７％）【図３．２７】。

性別によって差は見られない。１９歳以下６０人のうち１１人（１８．３％）、２０代７３人

のうち１７人（２３．３％）、３０代６１人のうち１０人（１６．４％）、４０代５７人のうち６人

（１０．５％）、５０代５６人のうち１１人（１９．６％）、６０代４６人のうち１人（２．２％）、７０

代１５人のうち１人（６．７％）【図３．２８】。２０代前後と５０代が若干多い。２０代前後

は進学、結婚、就職、５０代は定年退職後の居住地として函館に移住する可能

性がある。家族構成では、単身１１５人のうち２０人（１７．４％）、夫婦のみ１１２人の

うち８人（７．１％）、未成年の子どもと同居５７人のうち６人（１０．５％）、その他

７２人のうち７人（９．７％）。２０代が若干多いため、単身が若干多いが、家族構

成による差は見られない。道内・道外で性別、年代、家族構成による差は見

られない。

　現在の市町村に「どちらかと言えば住み続けたくない」、「将来、他の市町

村に引っ越したい」人で、かつ函館に住みたいと思っている５５人に、函館で

住むとすればどこが良いか尋ねると西部地区（函館山・ベイエリア・元町の

教会と坂道群等の周辺）１１人（２０．０％）、函館駅前（大門・朝市等の周辺）７

人（１２．７％）、五稜郭方面（五稜郭公園等の周辺）９人（１６．４％）、湯の川方

面（湯の川温泉等の周辺）１２人（２１．８％）、その他０人（０．０％）、わからない

１６人（２９．１％）。わからないが多いが、湯の川方面、西部地区が人気である。

　現在の市町村に「どちらかと言えば住み続けたくない」、「将来、他の市町
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村に引っ越したい」人で、かつ函館に住みたいと思っている５５人に、函館に

住むとすれば不安な点を尋ねると、冬の気候２１人（３８．２％）、津波等の自然災

害６人（１０．９％）、仕事１１人（２０．０％）、交通の利便性６人（１０．９％）、教育１

人（１．８％）、医療６人（１０．９％）、治安２人（３．６％）、その他０人（０．０％）、

わからない９人（１６．４％）、特にない８人（１４．５％）。冬の気候が多く、仕事

が続く。

　現在の市町村に「どちらかと言えば住み続けたくない」、「将来、他の市町

村に引っ越したい」人で、かつ函館に住みたいと思っている２１人に、函館以

外の移住候補地を尋ねると、道内では北斗市、江差町、今金町、知内町、森

町、札幌市、小樽市、余市町、帯広市等、道外では青森県、山形県、秋田県、

宮城県、神奈川県、埼玉県、千葉県、大阪府、東京都等であった。 

図表３．２０　転居意向

合計
居住地

道外道内

１７４８９８５住み続けたい
現在の市

町村に住

み続けた

いか

１４３８２６１どちらか言えば住み続けたい

１９１１８どちらか言えば住み続けたくない

５５３０２５将来、他の市町村に引っ越したい

３９１２１２１７９合計
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 図表３．２１　転居予定

合計
居住地

道外道内

１４１０４１年以内

引っ越す

としたら

何年後か

５７３１２６５年以内

２６１２１４１０年以内

１４８６１０年以上

２３８１３４１０４わからない

３４９１９５１５４合計
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 図表３．２２　転居意向と転居予定

図３．２３　現在地からの転居希望で、函館への移住希望者の割合

合計

住み続けたいか

将来、

他の市

町村に

引っ越

したい

どちらか

と言えば

住み続け

たくない

どちら

かと言

えば住

み続け

たい

住み続

けたい

１４７２４１１年以内

引っ越す

としたら

何年後か

５７２０５１９１３５年以内

２５７３１０５１０年以内

１３２１５５１０年以上

２３７１７８９２１２０わからない

３４６５３１９１３０１４４合計
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 図３．２４　性別による現在地からの転居希望で函館への移住希望者の割合

図３．２５　年代別、現在地からの転居希望で函館への移住希望者の割合

図３．２６　１０年以内転居予定で、函館への移住希望者の割合
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 図３．２７　性別による１０年以内転居予定で、函館への移住希望者の割合

図３．２８　年代別、１０年以内転居予定で、函館への移住希望者の割合
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２．函館市民の転出及び定住意向

（１）回答者基本属性

　回収数８３４。

　男性４８４人（５８．３％）、女性３４６人（４１．７％）。男性が６割である【図３．２９】。

年代は、１９歳以下２５１人（３２．４％）、２０代１２６人（１６．３％）、３０代１０１人（１３．０％）、

４０代１０５人（１３．６％）、５０代１０４人（１３．４％）、６０代３５人（４．５％）、７０歳以上５２

人（６．７％）。１９歳以下が３割、２０代等が続く。７０代まで幅広い年代にわたっ

ている【図３．３０】。

　家族構成は、単身３３０人（３８．０％）、夫婦のみ１７９人（２０．６％）、未成年の子

どもと同居１９７人（２２．７％）、他１６３人（１８．８％）。１９歳以下、２０代等が比較的

多いため、単身や未成年の子どもと同居が多くなっている【図３．３１】。

　これまでの転居歴は、生まれてからずっと函館市内５３１人（６５．１％）、一度

函館を離れて戻ってきたＵターン９４人（１１．５％）、他市町村から函館市に転居

１９１人（２３．４％）。２／３近くに転居歴がない【図３．３２】。

  

図３．２９　回答者基本属性（性別）
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 図３．３０　回答者基本属性（年代）

図３．３１　回答者基本属性（家族構成）

図３．３２　これまでの転居歴
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（２）定住意向とその理由

　函館市に住み続けたいと思うか尋ねたところ、「住み続けたい」４２０人

（５３．８％）、「どちらかと言えば住み続けたい」１９０人（２４．４％）、「どちらかと

言えば住み続けたくない」７８人（１０．０％）、「将来、他の市町村に引っ越した

い」９２人（１１．８％）。「住み続けたい」と「どちらかと言えば住み続けたい」

を合わせると８割近い。

　性別による差は見られない。「将来、他の市町村に引っ越したい」は１９歳以

下でやや多く、逆に「住み続けたい」は高齢者ほど多くなっている【図表３．３３】。

　「住み続けたい」、「どちらかと言えば住み続けたい」と回答した６１１人に理

由を３つまであげてもらうと、「買い物が便利」２１５人（３５．２％）、「市内の移

動（公共交通）が便利」１２５人（２０．５％）、「市外への移動（公共交通）が便

利」４１人（６．７％）、「道路事情が良い」５０人（８．１％）、「医療や福祉体制が充

実している」８３人（１３．６％）、「子育て支援が充実している」３９人（６．３％）、

「教育環境が良い」４１人（６．７％）、「町並みが良い」２０９人（３４．２％）、「自然

が多い」２２１人（３６．２％）、「魅力的な職場がある」４５人（７．４％）、「近所づき

あいが良い」１２２人（２０．０％）、「余暇が楽しめるから」４８人（７．９％）、「愛着

があるから」２２０人（３６．０％）、「治安が良いから」４５人（７．４％）、「その他」

１１人（１８．０％）。「その他」には、持家だから、親がいるから、慣れ等があっ

た。「自然が多い」、「愛着があるから」、「買物が便利」、「町並みが良い」が３

割を超えている。年代別にあまり差は見られない【図表３．３４】。
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 図表３．３３　年代別の定住意向

合計

住み続けたいか

将来、他

の市町村

に引っ越

したい　

どちらか

と言えば

住み続け

たくない

どちらか

と言えば

住み続け

たい　　

住み続け

たい　　

２３６５２３６５９８９１９歳以下

年代

１１９１８１０３７５４２０代

８７３９２６４９３０代

９９１１７２４５７４０代

９９５４２６６４５０代

９０３７１５６５６０代

５００５３４２７０歳以上

７８０９２７８１９０４２０合計
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 図表３．３４　年代別の定住意向の理由

合計

年代

７０歳
以上
n=４４

６０代

n=８１

５０代

n=８８

４０代

n=７９

３０代

n=７５

２０代

n=９１

１９歳
以下
n=１５３

２１５１８２８３４２２２９２４６０買い物が便利

「住み続け

たい」「どち

らかと言え

ば住み続け

たい」理由

１２５６９２０１１１４１４３５
市内の移動（公

共交通）が便利

４１２２９６７４１１
市外への移動（公

共交通）が便利

５０４６８１１５７９道路事情が良い

８３１２１６９１６９９１２
医療や福祉体制

が充実している

３９０６１１７８２５
子育て支援が充

実している

４１１６２１０９７６教育環境が良い

２０９１３２２２７３３２３３８５３町並みが良い

２２１１６１８３３２９３４３０６１自然が多い

４５０７５８５１２８
魅力的な力場が

ある

１２２９２２１９１０１０２２３２
近所づきあいが

良い

４８５７３８９９６
余暇が楽しめる

から

２２０１７３２２９２４２４３６５８愛着があるから

４５２１０４６２７１４治安が良いから

１１３０２１１３１その他
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（３）転居意向とその理由

　「どちらかと言えば住み続けたくない」、「将来、他の市町村に引っ越したい」

と回答した１６３人に理由を３つまであげてもらうと、「買い物が不便」６８人

（４１．７％）、「市内の移動（公共交通）が不便」４５人（２７．６％）、「市外への移

動（公共交通）が不便」２４人（１４．７％）、「道路事情が悪い」３３人（２０．２％）、

「医療や福祉体制が不十分」１４人（８．６％）、「子育て支援が不十分」８人（４．９％）、

「教育環境が悪い」９人（５．５％）、「町並みが悪い」１０人（６．１％）、「自然が

少ない」１０人（６．１％）、「魅力的な職場がない」３５人（２１．５％）、「近所づきあ

いが難しい」９人（５．５％）、「余暇が楽しめないから」３０人（１８．４％）、「愛着

を持てないから」１９人（１１．７％）、「治安が悪いから」２１人（１２．９％）、「その

他」２４人（１４．７％）。「買い物が不便」が４割、「市内の移動（公共交通）が不

便」、「魅力的な職場がない」等が続く。「その他」には持家が他にある、地元

に帰る等があった。性別による差は見られない。年代別に見てもあまり差は

見られない【図表３．３５】。

　引っ越すとすれば何年後くらいか尋ねたところ、「１年以内」１３人（８．４％）、

「５年以内」５９人（３８．１％）、「１０年以内」１７人（１１．０％）、「１０年以上」４人（２．６％）、

「わからない」６２人（４０．０％）。わからないが４割であるが、「１年以内」と

「５年以内」を合わせると半数近い。転居意向者が比較的多い１９歳以下で見

ても同じである【図表３．３６】。
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 図表３．３５　年代別の転出意向の理由

合計

年代

７０歳
以上
n=４

６０代

n=１０

５０代

n=７

４０代

n=１８

３０代

n=１３

２０代

n=２８

１９歳
以下
n=８３

６８２３２５２１２４２買い物が不便

「どちらか

と言えば住

み続けたく

ない」「将来、

別の市町村

に引っ越し

たい」理由

４５０３４４２１４１８市内の移動（公共交通）が不便

２４１１２４１４１１市外への移動（公共交通）が不便

３３２６０２４３１６道路事情が悪い

１４０２３３１１４医療や福祉体制が不十分

６００１３１０１子育て支援が不十分

９０００１２２４教育環境が悪い

１００００１１１７町並みが悪い

１０１００２４０３自然が少ない

３５０５１５４６１６魅力的な職場がない

９１１０００１６近所づきあいが難しい

３００００２２８１８余暇が楽しめないから

１９２０１２０３１１愛着が持てない

２１１２１１０２１４治安が悪いから

２４０１１３１６１２その他
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 図表３．３６　年代別の転出予定

合計

引っ越すとしたら何年後か

わから

ない

１０年

以上

１０年

以内

５年

以内

１年

以内

７８３２０７３１８１９歳以下

年代

２６６１３１４２２０代

１２８１２１０３０代

１７４１４８０４０代

７３０１２１５０代

１０５１０２２６０代

５４００１０７０歳以上

１５５６２４１７５９１３合計
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３．まとめ

　函館市に対するイメージ「きれい・おしゃれ」、「楽しそう」、「まわりの人

がやさしそう」、「癒される」はいずれも８割程度であり、道内・道外を問わ

ず、良好なイメージを持たれている。これらのイメージを持っている人は、

函館への再訪希望、１週間以上の滞在希望が高く、加えて、函館に住みたい

と思う人が多くなっている。観光による函館市に対するイメージアップが再

訪希望、１週間以上の滞在希望から移住希望につながっていることがわかる。

　函館に住みたいと思う人の理由では、ゆっくりできる・居心地の良さ、自

然が豊か、食べ物がおいしい、活気がある・買い物に便利、街並みがきれい

等の点が評価されている。

　函館に住みたいと思う人は、住まう場所として西部地区を選んでおり、五

稜郭方面、湯の川方面が続く。西部地区は道外、夫婦のみや未成年の子ども

と同居、函館に対して「癒される」イメージを持っている人に人気がある。

特に西部地区のＰＲが有効と思われる。

　函館に住みたいと思う特に道外の人で冬の気候が不安に思われており、仕

事、津波等の自然災害が続く。不安の解消に向けた相談窓口が必要である。

転居歴がある人の多くは転居時に会社・就職先、家族・親族から情報を得て

おり、「観光等で行ったことがあった」や「自治体のＨＰ」はほとんどない。

観光や自治体のＨＰだけではない情報提供が必要である。

　転居時に受けた自治体の移住支援プログラムを見ると、空き家の紹介、移

住体験プログラム等の利用は数％であった。移住支援プログラムにとどまら

ない対応策が求められる。

　転居意向や転居予定者から実際に函館への移住の可能性を見ると、道内の

２割前後、道外の１割は、函館に移住する可能性がある。函館市近郊よりも

札幌市の方が多く、東北地方は１割前後、首都圏は数％である。２０代前後と

５０代が多く、就職先、定年退職後の移住先として条件を整える必要がある。

　函館市からの転居希望や転居予定は１９歳以下、２０代が多いが、これは道内・
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道外でも同様の傾向が見られ、就職先や結婚のためと考えられる。若年層の

転出は函館市だけのものではなく、転出者数に見合った転入がないことが人

口減少を招いていると考えられる。

　函館市民の定住希望者は理由として、愛着があるに加えて、自然が多い、

街並みが良い、買い物が便利をあげている。これらは函館への移住希望者の

理由と同じである。定住希望者が考える魅力は、移住希望者を引き寄せる魅

力につながっている。函館市民に応じたまちづくりを実施すれば、移住者に

も対応できると考えられる。
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Ⅳ．リゾート地・七飯町（大沼地区）

１．外部からの七飯町への転入意向

（１）回答者基本属性

　回答者数３７８。

　男性１５７人（４１．９％）、女性２１８人（５８．１％）。女性がやや多い。

　年代は２９歳以下２４人（６．４％）、３０代１８人（４．８％）、４０代４８人（１２．７％）、５０

代９０人（２３．８％）、６０代１３２人（３４．９％）、７０歳以上６６人（１７．５％）。６０代が３

割、５０代が２割である。４０代までで女性がやや多い【図表４．１】。

図表４．１　回答者基本属性（性別・年代）

合計
性別

女性男性

２４１７７２９歳以下

年代

１８１４４３０代

４８３６１２４０代

８８５１３７５０代

１３１７２５９６０代

６６２８３８７０代以上

３７５２１８１５７合計
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　居住地は道内４１人（１０．９％）、道外３３４人（８９．０％）。道内で女性が多い【図

表４．２】。道内・道外で年代に大きな差は見られない。

　家族構成は、一人暮らし６５人（１７．６％）、夫婦のみ１６７人（４５．１％）、未成年

の子どもと同居３６人（９．７％）、その他１０２人（２７．６％）。夫婦のみが４割を超

える【図４．３】。

 
図表４．２　回答者基本属性（居住地）

合計
性別

女性男性

４０３２８道内
年代

３３１１８４１４７道外

３７１２１６１５５合計

図４．３　回答者基本属性（家族構成）
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（２）七飯町への長期滞在及び移住

　七飯町に来たのは「はじめて」２３６人（６４．５％）、「２、３回目」８３人（２２．７％）、

「４回以上」４７人（１２．８％）。「はじめて」が６割である。道内の人は半数が

「４回以上」であり、道外の人は７割が「はじめで」である【図表４．４】。

　ちなみに近郊の函館に来たのは「はじめて」１０７人（２９．１％）、「２、３回

目」１４１人（３８．３％）、「４回以上」１２０人（３２．６％）である。

　七飯町に１週間以上の長期滞在をしたいと思うか尋ねたところ、「してみた

い」３５人（９．８％）、「関心はある」１３６人（３８．１％）、「関心はない」１８６人（５２．１％）。

「してみたい」が１割、「関心はある」が４割である。道内で「してみたい」

人が多い【図表４．５】。性別、年代による差は見られない。

　ちなみに函館に１週間以上の長期滞在をしたいと思うか尋ねると、「してみ

た い 」１０５人（２９．５％）、 「関 心 は あ る 」１７８人（５０．０％）、 「関 心 は な い 」７３人 （２０．５％）。

七飯町よりも「してみたい」、「関心はある」が多くなっている。

　七飯町に住みたいと思うか尋ねたところ、「将来、移り住みたい」２人

（０．６％）、「関心はある」９８人（２８．０％）、「関心はない」２５０人（７１．４％）。移

住希望者がおり、関心はあるが３割近い。道内・道外で大きな差は見られな

い【図表４．６】。性別、年代による差は見られない。

　七飯町に「将来、移り住みたい」、「関心はある」人に住むとすればどこが

良いか尋ねると「七飯町役場周辺」１人（１．０％）、「函館近郊」５２人（４９．５％）、

「大沼公園周辺」３３人（３１．４％）、「わからない」１９人（１８．１％）。函館近郊が

半数であり、大沼公園周辺も３割ある【図４．７】。

　七飯町に「将来、移り住みたい」、「関心はある」人に住みたい理由を尋ね

ると９９人の複数回答で「自然や景観」７４人（７４．７％）、「食べ物」３２人（３２．３％）、

「地価や物価が安い」７人（７．１％）、「気候」２０人（２０．２％）、「交通の利便性」

０人（０．０％）、「子育て支援（中学校卒まで医療費無料）」０人（０．０％）、「移

住者が多い」１人（１．０％）、「北海道に住んでみたい」１１人（１１．１％）、「農業

等がしたい」２人（２．０％）、「その他」２人（２．０％）。「自然や景観」が７割、
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「食べ物」が３割である【図４．８】。

　ちなみに近郊の函館に住みたい理由を尋ねると、２８７人の複数回答で「自然

や景観」１８６人（６４．８％）、「食べ物」１４０人（４８．６％）、「地価や物価が安い」

１８人（６．３％）、「気候」４７人（１６．４％）、「交通の利便性」２９人（１０．１％）、「有

料老人ホーム・高齢者住宅の選択肢が多い」０人（０．０％）、「温泉」７１人（２４．７％）、

「北海道に住んでみたい」３０人（１０．５％）、「観光地で店等をしたい」３人（１．０％）。

「自然や景観」は七飯町と変わらないが、「食べ物」が若干多い。

 

図表４．４　これまでに七飯町に来た回数

合計
居住地

道外道内

２３４２２３１１はじめてこれまでに

七飯町に来

た回数

８２７２１０２、３回目

４６３０１６４回以上

３６２３２５３７合計
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 図表４．５　七飯町への１週間以上の長期滞在希望

図表４．６　七飯町への移住希望

合計
居住地

道外道内

３５３０５してみたい七飯町へ

の長期滞

在希望

１３４１１７１７関心はある

１８４１６８１６関心はない

３５３３１５３８合計

合計
居住地

道外道内

２０２将来、移り住みたい七飯町へ

の移住希

望

９８８９９関心はある

２４６２１９２７関心はない

３４６３０８３８合計
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 図４．７　七飯町への移住希望地区

図４．８　七飯町への移住希望理由
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（３）移住の条件

　七飯町以外に移住するとすればどこが良いかと理由を尋ねると、七飯町に

「将来、移り住みたい」、「関心がある」人は、函館（落ち着いている、ゆっ

くりした時間がすごせそう、食べ物がおいしい、気候がおだやか）、札幌（物

価が安い、自然がある）、長野（自然が豊か）、東京（大都市）、横浜（港が好

き）、沖縄（気候が温暖でのんびりしている）等をあげている。

　七飯町に「関心はない」人は、札幌（自然や景観、食べ物、交通の利便性

が良い）、長野（自然豊かで東京都の利便性も良い）、東京（交通の利便性）、

伊豆（温暖な気候）、京都（利便性）、神戸（気候、自然、物価安、利便性）、

福岡（暖かく、食べ物がおいしそう）、熊本（食べ物、交通の便）、沖縄（気

候が温暖でのんびりしている）等をあげている。

　函館市は七飯町に「将来、移り住みたい」、「関心がある」人で候補にあが

っているが、札幌、長野、東京、沖縄は両方にあり、いずれも気候や自然、

交通の利便性等が理由としてあげられている。

　移住のために必要なサービスは、２８７人の複数回答で「移住体験プログラム」

８３人（２８．９％）、「農業等の研修」２３人（８．０％）、「就職や起業に対する支援」

８７人（３０．３％）、「空き家の紹介」８１人（２８．２％）、「新築や改築の費用支援」

４６人（１６．０％）、「移住者の会等の集まり・フォローアップ」３９人（１３．６％）、

「その他」６人（１．６％）、「わからない」９３人（３２．４％）。「就職や起業に対す

る支援」、「移住体験プログラム」、「空き家の紹介」が３割である。「その他」

には地元住民との交流等があった。３０～５０代で「わからない」が少なくなり、

「就職や起業に対する支援」、「空き家の紹介」が多くなる【図表４．９】。性別

や居住地による差は見られない。
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 図表４．９　移住のために必要なサービス

合計

年代

７０歳
以上
n=３４

６０代

n=９２

５０代

n=８１

４０代

n=３９

３０代

n=１８

２９歳
以下
n=２３

８３６２７２８１１６５移住体験プログラム

移住のため

に必要なサ

ービス

２３０７８２３３農業等の研修

８７２１３３５２２１０５就職や起業に対する支援

８１５１６３５１４７４空き家の紹介

４６１７１９１３３３新築や改築の費用支援

３９４５１６８４２
移住者の会等の集まり・
フォローアップ

８３２０１０２その他

９３１７４３１９４２８わからない
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（４）北海道新幹線開業による意識変化

　北海道新幹線開業による大沼地区への移住等の意識変化を尋ねると「移住

を考えやすくなった」６人（１．８％）、「長期滞在や観光に来やすくなった」１５４

人（４５．６％）、「変わらない」１７８人（５２．７％）。移住を考えやすくなった人は

数％であるが、「長期滞在や観光に来やすくなった」が４割を超えている。道

内・道外で差は見られない【図表４．１０】。

　１週間以上の長期滞在希望者の多くは「長期滞在や観光に来やすくなった」

と答えている【図表４．１１】。移住に「関心はある」人の多くは「長期滞在や観

光に来やすくなった」と答えている【図表４．１２】。

　ちなみに北海道新幹線開業による近郊の函館への移住等の意識変化を尋ね

ると「移住を考えやすくなった」８人（２．３％）、「長期滞在や観光に来やすく

なった」１９３人（５５．９％）、「変わらない」１４４人（４１．７％）。「移住を考えやす

くなった」は七飯町と変わらず、「長期滞在や観光に来やすくなった」がやや

多くなっている。

 
図表４．１０　北海道新幹線開業による移住等の意識変化

合計
居住地

道外道内

６６０移住を考えやすくなった開業による移

住等の意識変

化

１５２１３９１３長期滞在や観光に来やすくなった

１７７１５８１９変わらない

３３５３０３３２合計
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 図表４．１１　北海道新幹線開業による移住等の意識変化

　　　　　（１週間以上の長期滞在希望別）

合計

1週間以上の長期滞在希望

関心は

ない

関心は

ある

してみ

たい

４１２１移住を考えやすくなった開業による

移住等の意

識変化

１５０５５７６１９長期滞在や観光に来やすくなった

１７１１１２４８１１変わらない

３２５１６８１２６３１合計
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 図表４．１２　北海道新幹線開業による移住等の意識変化（移住希望別）

合計

移住希望

関心は

ない

関心は

ある

６３３移住を考えやすくなった開業による

移住等の意

識変化

１４８８４６４長期滞在や観光に来やすくなった

１６７１４１２６変わらない

３２１２２８９３合計
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２．大沼地区への移住者インタビュー【表４．１３】

　大沼地区への移住者４人に対してインタビューを行った。男性３人、女性

１人、４０～５０代であり、移住から５～１７年が経過している。職業は会社員、

陶芸家でアルバイト、乳製品製造、畜産と様々である。このうち３人は北海

道Ｓ町からの移住者であり、一部は移住前からの知り合いである。

　いずれも農業希望者であり、農業系大学や専門学校、ニュージーランド、

本で見つけたみかん農家等、農業を学ぶために移動している。その後、企業

経営牧場に勤務したり、棚田オーナー制を利用して就農したりしている。北

海道Ｓ町への移動はいずれも酪農を行っているＮＰＯでの農業研修である。

　大沼地区への移住の動機は農業での独立であり、北海道に住みたいと思っ

ていたり、近隣の函館出身や先に移住した人のところに遊びに行って大沼地

区に親しみを感じていた。

　移住時に、大沼地区の飲食店から自転車を借りたり、漁業協同組合で家や

アルバイトを紹介してもらったり、牧場主に地主との交渉の間に入ってもら

う等、大沼地区の人たちの手助けを受けている。飲食店、漁業協同組合、牧

場はいずれも観光関連事業者であり、移住に向けて土地や家を探し歩く時に

出合いやすかったと考えられる。

　移住支援の課題について、外から移住先を探している段階では情報が少な

く、一定期間借り住まいをする場所が必要になる。加えて、家や土地が見つ

かった時に地主との交渉にあたり、見知らぬ移住者との間に入ってくれる人

が必要である。移住した後も、新たに農業で生計を成り立たせるには数年が

かかり、その間、通年でアルバイトをさせてくれる等の手助けが必要である。

　これらの手助けを観光関連事業者が行っている。一部の有志ではあるが、

外から訪れる人を受け入れて地域の人や資源につないでいく役割を果たして

いることが分かる。

　移住者は以前手助けを受けたことから、後から移住を目指す人たちの相談

にのったり、手助けをしたりしている。移住者が観光関連事業者とつながっ
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て、次の外から訪れる人を受け入れる資源となっている。

 

表４．１３　大沼地区移住者インタビュー
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３．まとめ

　七飯町への観光客の中に移住希望者がおり、関心はあるが３割近い。移住

希望者の３割が移住希望地区としてリゾート地・大沼公園周辺をあげている。

移り住みたい理由は近郊の観光都市・函館と同様に「自然や景観」、「食べ物」

等である。

　１週間の以上の長期滞在をしてみたい・関心がある人が半数近くおり、長

期滞在から移住に向けたプロセスも考えられる。

　移住に対する支援として「就職や起業に対する支援」、「移住体験プログラ

ム」、「空き家の紹介」があがっており、特に３０～５０代に対する取り組みが求

められる。

　北海道新幹線開業によって移住を考えやすくなった人は数％であるが、「長

期滞在や観光に来やすくなった」が４割を超えている。特に１週間以上の長

期滞在希望者や移住に関心を持つ人の多くが「長期滞在や観光に来やすくな

った」と感じており、今後の展開が期待される。

　実際に大沼地区に３０～４０代で移住した人のインタビューからは、観光関連

事業者とかつての移住者のネットワークが移住希望者の窓口となって支援し

ている様子が見て取れた。移住に向けて、土地や家を探すための仮住まいの

提供、見知らぬ地主との間のつなぎ、生計が成り立つまでのアルバイトの提

供等が行われており、前述のアンケートにある移住に対する支援「就職や起

業に対する支援」、「移住体験プログラム」、「空き家の紹介」が有志の手で実

施されている。

　これらが連動して観光を通じて観光関連事業者と出会い、長期滞在や移住・

定住へとつながっていく可能性が考えられる。
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Ⅴ．離島・奥尻町

１．回答者基本属性

　回答者数２６７。

　道内１４８人、道外１１２人。道内のうち、奥尻町近郊の南北海道（渡島・檜山

管内）は２３人。道外は東北１６人、関東４８人、中部・北陸２１人、近畿１６人、中

国・四国１０人、九州・沖縄１人。

　男性１１４人（４３．８％）、女性１４５人（５６．２％）。女性が若干多い。道内・道外

で差は見られない【図表５．１】。

　年代では、１９歳以下４人（１．５％）、 ２０代４人（１．５％）、 ３０代１２人（４．５％）、 ４０

代２６人（９．８％）、５０代４４人（１６．６％）、６０代８４人（３１．７％）、７０歳以上９１人（３４．３％）。

６０代と７０歳以上で２／３近い。道内・道外で差は見られない【図表５．２】。

　家族構成は、一人暮らし６２人（２３．９％）、夫婦のみ１０８人（４１．７％）、未成年の

子どもと同居３３人（１２．７％）、その他５６人（２１．６％）。夫婦のみが４割である。

道内・道外で差は見られない【図表５．３】。

 

図表５．１　回答者基本属性（性別）

合計
居住地

道外道内

１１３４９６４男性
性別

１４２６１８１女性

２５５１１０１４５合計
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図表５．２　回答者基本属性（年代）

合計
居住地

道外道内

４２２１９歳以下

年代

４１３２０代

１１４７３０代

２６７１９４０代

４４２２２２５０代

８２３１５１６０代

８９４５４４７０代

２６０１１２１４８合計



１６８ 函　館　大　学　論　究　第４７輯

 図表５．３　回答者基本属性（家族構成）

合計
居住地

道外道内

６０２６３４一人暮らし

家族構成
１０８４２６６夫婦のみ

３３８２５未成年の子どもと同居

５５３４２１他

２５６１１０１４６合計
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２．奥尻島に来た経験、今回の旅行

　奥尻島に来た経験は、今回はじめて２１４人（８１．７％）、２～３回目２２人（８．４％）、

４回以上２６人（９．９％）。今回はじめてが８割である。道内の人で４回以上が

１割あるが、ともに今回はじめてが多い【図表５．４】。

　ちなみに北海道に来た経験は、今回はじめて１３人（５．６％）、２～３回目４

人（１．７％）、４回以上９７人（４２．０％）、北海道在住１１７人（５０．６％）。北海道在

住を除くと、４回以上が多い。何度も北海道に来ている人が、奥尻島を訪れ

ている。

　同行者は、「一人で」８７人（３５．５％）、「中学生までの家族や友人」２１人（８．６％）、

「高校生以上の家族や友人」１３１人（５３．５％）、「会社等の団体」６人（２．４％）。

「高校生以上の家族や友人」が半数であり、「一人で」も１／３を超えている。

　奥尻島に来た目的は、観光・娯楽２４９人（９７．６％）、仕事２人（０．８％）、そ

の他４人（１．６％）。ほぼ観光・娯楽である。

 

図表５．４　奥尻島に来た経験

合計
居住地

道外道内

２１１９７１１４今回はじめて
奥尻に来

た経験
２１６１５２～３回目

２５７１８４回以上

２５７１１０１４７合計
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３．奥尻島で訪れたところ、観光情報の入手先等

　奥尻島で訪れたところは２５６人の複数回答で、北国岬３０人（１１．７％）、復興

の森５３人（２０．７％）、宮津弁天宮１１３人（４４．１％）、賽の河原１３６人（５３．１％）、

球島山８６人（３３．５％）、鍋釣岩１６５人（６４．５％）、うにまる公園６６人（２５．８％）、

徳洋記念公園４４人（１７．２％）、奥尻津波館１６４人（６４．１％）、西海岸（無縁島、

ホヤ岩、モツ立岩、カブト岩等）１０５人（４１．０％）、その他３３人（１２．９％）、い

ずれにも行かない２０人（７．８％）。鍋釣岩、奥尻津波館が６割であり、賽の河

原、宮津弁天宮が続く。その他はハイキングコース等であった。道内・道外

でさほど差は見られない【図表５．５】。

　奥尻島で体験するプログラムは１９６人の複数回答で、釣り２人（１．０％）、キ

ャンプ１人（０．５％）、ブナ林の散策２３人（１１．８％）、島人ガイド１７人（８．６％）、

温泉１０８人（５５．１％）、ワイナリーの見学１０３人（５２．６％）、いずれも経験しな

い３１人（１５．８％）。温泉、ワイナリーの見学が半数を超えている。道内・道外

を比べると、ワイナリーの見学は道内で多い【図表５．６】。

　奥尻島の観光情報の入手先は２３９人の複数回答で、旅行代理店・ツアー１４０

人（５８．６％）、インターネット５６人（２３．４％）、観光雑誌・ガイドブック２３人

（９．６％）、家族・知人２０人（８．４％）、その他７人（２．９％）、元から知っている

２６人（１０．９％）。旅行代理店・ツアーが６割近く、インターネットが１／４程

度である。道内・道外で差は見られない【図表５．７】。

　奥尻島で買うお土産は１９８人の複数回答で、魚介類１３６人（６８．７％）、お菓子

５６人（２８．３％）、ワイン６３人（３２．０％）、その他の食品２７人（１３．７％）、衣類・

雑貨１人 （０．５％）、その他３人 （１．５％）、何も買わない７人 （３．６％）。魚介類

が７割、ワイン、お菓子が３割である。その他には日本酒があった。道内・

道外で差は見られない【図表５．８】。

　奥尻島にまた来たいと思うか尋ねたところ、「また来たい」１８０人（７９．６％）、

「一度で良い」４６人（２０．４％）。また来たいが８割である。道内・道外で差は

見られない【図表５．９】。
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 図表５．５　奥尻島で訪れたところ

合計

居住地

道外

n=１０８

道内

n=１４３

２９１５１４北国岬

奥尻島で

訪れたと

ころ

５２１９３３復興の森

１１３５６５７宮津弁天宮

１３５６１７４賽の河原

８５５１３４球島山

１６１７０９１鍋釣岩

６５３４３１うにまる公園

４３１３３０徳洋記念公園

１６２６６９６奥尻津波館

１０３４９５４西海岸（無縁島、ホヤ岩、モツ立岩、カブト岩等）

３２１６１６その他

１９９１０いずれにも行かない
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 図表５．６　奥尻島で体験するプログラム

合計

居住地

道外

n=７９

道内

n=１１３

２１１釣り

奥尻島で

体験する

プログラ

ム

１０１キャンプ

２３６１７ブナ林の散策

１７６１１島人ガイド

１０６４５６１温泉

１０２２６７６ワイナリーの見学

３０１５１５いずれも体験しない
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 図表５．７　奥尻島の観光情報の入手先

合計

居住地

道外

n=１０５

道内

n=１３０

１３８６３７５旅行代理店・ツアー

奥尻島の

観光情報

の入手先

５５２９２６インターネット

２３１０１３観光雑誌・ガイドブック

２０１４６家族・知人

６４２その他

２６８１８元から知っている
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 図表５．８　奥尻島で買うお土産

合計

居住地

道外

n=８０

道内

n=１１５

１３４５４８０魚介類

奥尻島で

買う

お土産

５５２３３２お菓子

６３１９４４ワイン

２６１０１６その他の食品

１１０衣類・雑貨

３２１その他

７２５何も買わない
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 図表５．９　奥尻島への再訪希望

合計
居住地

道外道内

７８７７１０１また来たい
また来たいか

４４２１２３一度で良い

２２２９８１２４合計
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４．奥尻島への移住意向

　奥尻島に住みたいと思うか尋ねたところ、「将来、移り住みたい」２人

（０．９％）、「関心はある」５１人（２１．９％）、「関心はない」１８０人（７７．３％）。移

住希望者が２人おり、「関心はある」人が２割である。道内・道外で差は見ら

れない【図表５．１０】。性別、年代による差は見られない。

　奥尻島にまた来たいと思う人で、「関心はある」が多くなっている【図表

５．１１】。奥尻島に来た経験が多い人で、「関心はある」が多くなっている【図

表５．１２】。

　奥尻島に住みたい理由は４９人の複数回答で「自然や景観」４２人（８５．７％）、

「食べ物」２０人（４１．７％）、「地価や物価が安い」２人（４．２％）、「気候」１２人

（２５．０％）、「離島だから」７人（１４．６％）、「仕事の紹介がある（農業・観光・

建設業等）」１人（２．１％）、「釣り等のマリンスポーツができる」１５人（３０．６％）、

「北海道に住んでみたかった」０人（０．０％）、「ワイン葡萄農家になりたい」

３人（６．３％）、「その他」３人（６．１％）。自然や景観が多く、食べ物、釣り等

のマリンスポーツが続く。一部に「ワイン葡萄農家になりたい」があり、奥

尻島で進められているワイン会社による葡萄農家の立ち上げ支援の活用が期

待される。居住地別に見ると、道内・道外で大きな差は見られず、北海道の

気候も道外の人に問題とは考えられていないようである【図表５．１３】。
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 図表５．１０　奥尻島への移住希望

図表５．１１　奥尻島への再訪希望と移住希望

合計
居住地

道外道内

２１１将来、移り住みたい

住みたいか ４９１５３４関心はある

１７８７９９９関心はない

２２９９５１３４合計

合計

住みたいか

関心は

ない

関心は

ある

将来、移り

住みたい

１６６１２０４５１また来たい
また来たいか

４０３８２０一度で良い

２０６１５８４７１合計
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 図表５．１２　奥尻島に来た経験と移住希望

合計

住みたいか

関心は

ない

関心は

ある

将来、移り

住みたい

１９０１５４３４２今回はじめて

奥尻に来た経験 １６１２４０２～３回目

２４１２１２０４回以上

２３０１７８５０２合計



１７９人口減少に対応した観光と移住促進に関する研究

 図表５．１３　奥尻島への移住希望理由

合計

居住地

道外

n=１８

道内

n=２９

４１１５２６自然や景観

奥尻島に

住みたい

理由

１９８１１食べ物

２０２地価や物価が安い

１２６６気候

６４２離島だから

１０１仕事の紹介がある（農業、観光、建設業）

１５８７釣り等のマリンスポーツができる

０００北海道に住んでみたかった

３２１ワイン葡萄農家になりたい

３１２その他
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５．まとめ

　道内・道外からの移住希望者がおり、「関心はある」人が２割である。性別、

年代による差は見られない。

　奥尻島に住みたい理由は「自然や景観」、「食べ物」、「釣り等のマリンスポ

ーツ」が多い。観光でも奥尻津波館とともに、鍋釣岩や賽の河原等、自然や

景観が楽しまれており、お土産では魚介類が購入されている。体験プログラ

ムでは、温泉やワイナリーの見学が多いが、一部に釣り等がある。観光・娯

楽で奥尻島を訪れて、奥尻島にまた来たいと思う人で、移住に関心がある人

が多くなっており、観光が移住に向けたきっかけになっていると考えられる。

一度の観光だけでなく、奥尻島に来た経験が多い人で、住みたい人が多くな

っており、継続的な取り組みが求められる。

　ワイナリーの見学が多く、移住によるワイン葡萄農家の希望者が生まれて

いる。ワイン会社による葡萄農家の立ち上げ支援が期待される。

Ⅵ．まとめ

　人口減少が顕著な北海道において、観光と移住促進の観点から可能性を探

る調査を行った。

　観光都市である函館市は、観光で培われた「きれい・おしゃれ」、「楽しそ

う」等の良好なイメージを再訪、１週間以上の長期滞在を通じて移住につな

げていく可能性が考えられる。移住にあたっては、冬の気候等、住む上での

不安な点に対応する相談窓口や、従来の移住支援プログラムにとどまらない

支援施策が必要である。

　なお、現在の函館市民の定住希望者と、外からの転入希望者が求める条件

は共通しており、現在の市民のニーズに応じたまちづくりで移住者の定住へ

の対応は可能である【図４．１】。

　リゾート地である七飯町の大沼地区は、観光客の中に移住希望者がおり、

長期滞在希望者も一定程度あることから長期滞在から移住につながるプロセ
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スも考えられる。特に長期滞在希望者や移住に関心のある人は、新幹線開業

によって「長期滞在や観光に来やすくなる」と感じており今後が期待される。

移住に向けて「就職や起業に対する支援」、「移住体験プログラム」、「空き家

の紹介」が求められるが、すでに観光関連事業者とかつての移住者ネットワ

ークによって、これらが実際に提供されている。観光関連事業者が観光を通

じて移住希望者の窓口となり、観光と移住の間をつないでいくことが考えら

れる【図４．２】。

　離島である奥尻町は、頻回に訪れている人が移住に関心を持っている。移

住希望者を引き付ける魅力は、「自然や景観」、「食べ物」、「釣り等のマリンス

ポーツ」であり、「自然や景観」は観光スポット、「食べ物」は魚介類のお土

産等、「釣り等のマリンスポーツ」は体験プログラムとしていずれも観光を通

じて知ることができる。

　他方でワイン会社による葡萄農家立ち上げ支援が実施されており、観光で

ワイナリー見学する人が多く、葡萄農家の希望者があることから、今後が期

待される【図４．３】。

　函館市、七飯町の大沼地区、奥尻町のいずれも観光が再訪、長期滞在等を

通じた移住へのきっかけとなることがわかる。ただし、観光だけでは移住に

つながらず、函館市の相談窓口・移住施策、七飯町の大沼地区の観光関連事

業者とかつての移住者ネットワーク、奥尻町のワイン会社のように観光から

移住へのプロセスを支援する取り組みが必要である。

　人口減少地域において観光は移住促進に向けた有効な一つの方法であるが、

観光と移住をそれぞれに推進するのではなく、観光と移住をつなげる連動し

た取り組みが求められる。実際に有志や民間企業による取り組みが行われお

り、今後、自治体との連携による推進が期待される。



１８２ 函　館　大　学　論　究　第４７輯

図４．１　函館市の観光と移住促進
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図４．２　七飯町の大沼地区の観光と移住促進

図４．３　奥尻町の観光と移住促進
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